(様式５-１)

平成３０年度　海外プロモーション映像活用事業助成金事業実績報告書（１号関係）

平成　　年　　月　　日

（あて先）

一般財団法人さっぽろ産業振興財団理事長

申請者　住　　　　所
法人・団体名
代 　表 　者　　　　　　　　　　　印

「海外プロモーション映像活用事業助成金」について、対象となった映像の発信が完了しましたので、札幌市映像制作助成金交付要綱第15条第1項の規定により、下記のとおり関係書類を添えて報告します。
１　助成対象経費決算額　　　　　　　　　　　円（＊事業完了報告時に提出した申請経費総額）

２　助成交付通知額　　　　　　　　　　　　　円（＊本事業の申請時に交付通知された助成額）
３　助成決算額　　　　　　　　　　　　　　　円（＊１の助成対象経費をもとに決算した助成額）

＊概算払を受領している場合
助成決算額　　　　　円－概算受領額　　　　　円＝差引額　　　　　円

４　添付書類

（１）事業実績概要（別紙１）

（２）助成金精算に係る助成対象経費内訳書 (別紙２)
（３）その他、交付要綱第15条に定める資料
別紙１　事業実績概要
	（１）
	事業名
	（例　○○向け△△映像制作事業、○○映像マニュアル制作事業、その他○○事業など。）


	（２）
	映像コンテンツ概要

	目　的：（例　バイヤー向け商材や活用方法の紹介、独自技術や施設の紹介等、具体的に）
企画案：（例　原料の産地を訪れて生産者にインタビュー、商材を活用した料理など消費者向けに発信するための情報提供等、具体的に）
形式等：（例　尺や媒体、言語のほか、実写、アニメ、モーショングラフィック、ドローン等の活用技術など）


	（３）
	事業実施計画

	【映像製作】
製作期間：平成　　年　　月　　日～平成　　年　　月　　日

撮影場所：（例　自社○○工場内など）
【映像の発信】
発信媒体：　映画　・　テレビ　・　その他（　　　　　　　　　　）
発信国:

発信予定時期:平成　　年　　月　　日～
視聴者数：（例　放送前であれば想定される数値を記載）
総露出時間：（例　放送前であれば想定される数値を記載）
クロスメディア展開：（例　主となる発信媒体以外での露出方法を記載）
SNS情報発信：

	（４）
	事業処理体制図
関与する市内事業者
	※体制図については、作業分担、人員体制などを記載（別様式も可）。

※映像制作の委託事業者以外で、関与する市内企業がいれば記載。


	（５）
	事業全体予算
	※補助対象経費外の項目も含めて記載
※事業収入や企業協賛、他の公的支援制度の活用予定等の収入見込みについても漏れなく記載すること（最終的な状況は報告書に記載）。


	（６）
	事業の効果検証
	※効果測定指標及び測定・検証方法について記載。

（例　販売数、売上額、商談継続数、商談成約数、顧客向けマニュアル配布部数などの定量情報のほか、アンケートによる聞き取りやメディア紹介などの定性情報を記載）



	（７）
	関与する札幌映像撮影コーディネーター
	※氏名及び所属を記載


	（８）
	その他の工夫内容
	※対象国ごとのマーケティング、ニーズを踏まえた戦略策定、独自の情報収集に基づく取組など、できるだけ客観的、定量的な情報を基に工夫した点を記載。
※複数国の場合は、国別に記載。


	（９）
	連動事業の内容
	＊連動事業とは、映像の発信と連動して商品の販路拡大を実践する取組みを言います。
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